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野澤 桂子
立教大学法学部卒。在仏中、疾病
による外見の変化に悩む患者の問
題を知る。帰国後、臨床心理士資
格、心理学博士号を修得し、2002
年より北里大学病院、2005年より
国立がんセンターにて外見に関する
患者サポートプログラムを実践。山
野美容芸術短期大学教授を経て、
2013年より現職。

オレンジクローバー
アピアランス支援センターのシンボルマーク。
たくさんのハートが集まり、患者さんが輝くこと
を支えるイメージで作られました。orange clover
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平成26年

2月22日土
日 時

14：00～16：30（受付13：00～）

長崎大学 （文教キャンパス）
グローバル教育・学生支援棟4階
「文教スカイホール」

会 場

テーマ① がんによる外見の変化と心　
テーマ② あなたにもできるかんたん外見ケア

テーマ① これまでの成果と今後の展望
テーマ② 参加学生の声～多職種連携教育に参加して～

国立がん研究センター中央病院 アピアランス支援センター
野澤 桂子 （同センター長／臨床心理士）
藤間 勝子 （臨床心理士）　

「在宅医療・福祉コンソーシアム長崎の
  目指す取組」

外見ケアで、
自分らしくいきいきと！

事業報告

江頭 かの子 （長崎大学薬学部准教授）　
阿部 由紀子 （長崎大学医学部医学科1年）
高濱 達生 （長崎大学歯学部歯学科1年）　　
白石 亜希 （長崎大学薬学部薬学科2年）
田邊 和 （活水女子大学看護学部看護学科3年）

特別講演

NHK『ニュースウォッチ9』内の「特集まるごと」
で、「がん治療の副作用“外見の変化”にサポート
を」と題して、アピアランス支援センターの取り組
みが特集されました。（2013年9月18日放送）

長崎大学、長崎県立大学、長崎国際大学、長崎県、長崎市、
長与町、佐世保市、長崎県薬剤師会、長崎県病院薬剤師会、
長崎県看護協会、長崎県医師会、長崎県歯科医師会、
長崎県歯科衛生士会、長崎県理学療法士協会、
長崎県作業療法士会、長崎県言語聴覚士会、長崎県栄養士会、
長崎県社会福祉士会、長崎県介護福祉士会

［主催］在宅医療・福祉コンソーシアム長崎
■申込方法
平成 24 年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 「多職種協働による在宅がん医療・緩和ケアを担う専門人材育成拠点」

をご覧ください。http://www.hhc-nagasaki.jp/
検 索

［事務局］〒852-8521　長崎市文教町1-14　長崎大学薬学部内 
［E-mail］ info@hhc-nagasaki.jp　［TEL・FAX］ 095-819-2460


